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の
考
え
方
は
現
在
に
至
る
ま
で
連
綿
と

受
け
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
や
医
療
計

画
・
地
域
医
療
構
想
、
健
康
増
進
、
が

ん
対
策
、
精
神
保
健
福
祉
対
策
、
母
子
・

歯
科
保
健
対
策
な
ど
、
近
年
の
保
健
医

療
に
関
す
る
社
会
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
、
当
委
員
会
で
は
地
域
保
健
医
療
体

制
・
制
度
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
協
議

や
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

国
へ
の
提
言
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

な
ど
も
行
い
、
保
健
所
活
動
の
充
実
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
公
衆
衛
生

医
師
等
人
材
の
確
保
と
育
成
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
７（
平
成
29
）
年
よ
り
「
公

衆
衛
生
医
師
の
確
保
と
育
成
に
関
す
る

委
員
会
」で
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

い
う
）が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
述
の
中
間
報
告
で
は
、
都
道
府
県

に
よ
る
健
康
危
機
管
理
へ
の
対
応
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
課
題
へ
の
優
先
度
を

明
ら
か
に
し
て
地
域
保
健
の
あ
る
べ
き

方
向
性
を
総
合
的
に
記
載
す
る
地
域
保

健
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
、
そ
の
考

え
方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

生
活
習
慣
病
対
策
そ
の
他
の
地
域
保
健

対
策
、
地
域
に
お
け
る
健
康
課
題
へ
の

資
源
配
分
の
方
針
が
掲
げ
ら
れ
、
基
盤

整
備
と
し
て
の「
人
材
の
育
成
・
確
保
、

保
健
所
等
の
施
設
・
設
備
、
調
査
・
研

究
等
」が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
報

告
を
受
け
た
保
健
所
長
会
の
体
制
と
し

て
、
当
委
員
会
で
は
「
地
域
保
健
対
策

の
計
画
的
か
つ
継
続
的
な
推
進
と
、
そ

れ
を
担
う
公
衆
衛
生
医
師
等
人
材
の
確

保
と
育
成
」に
つ
い
て
扱
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
都
道
府
県
地
域
保
健

計
画
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

２
０
２
１（
令
和
3
）年
の

委
員
会
の
活
動

１
．国
へ
の
要
望
活
動

当
委
員
会
を
W
e
b
会
議
に
よ
り

3
回
開
催
し
、
随
時
メ
ー
ル
に
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
状
況
を
鑑
み
て
、
全
国
保
健
所
長

会
長
か
ら
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
時
宜

に
応
じ
た
緊
急
要
望
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
要
望
書
草
案
を
当
委
員
会
で

作
成
し
ま
し
た
。
緊
急
要
望
は
⑴
「
指

定
難
病
の
更
新
申
請
事
務
に
関
す
る
緊

急
要
望
に
つ
い
て
」（
２
０
２
１〈
令
和

3
〉年
4
月
）⑵「
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
緊
急
要
望
」

（
２
０
２
１〈
令
和
3
〉年
7
月
）⑶「
国

民
生
活
基
礎
調
査
の
実
施
延
期
に
つ
い

て（
緊
急
要
望
）」（
２
０
２
２〈
令
和
4
〉

年
2
月
）―
の
三
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
沿
革

地
域
の
健
康
問
題
を
明
ら
か
に
し

て
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
と

協
働
し
て
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

対
策
を
計
画
的
に
推
進
し
、
適
切
に
評

価
を
実
施
す
る
こ
と
が
保
健
所
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
保
健
所
長
会
の

委
員
会
は
、
保
健
所
の
向
き
合
う
緊
急

か
つ
重
大
な
課
題
に
対
し
て
、重
点
的
・

集
中
的
に
検
討
を
行
う
場
と
し
て
１
９ 

６
８（
昭
和
43
）
年
に
「
保
健
所
の
あ
り

方
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
嚆こ

う

矢し

と
し
ま
す
。
年
が
下
り
、
２
０
０
５

（
平
成
17
）年
、
国
か
ら
地
域
保
健
対
策

検
討
会
中
間
報
告
（
平
成
17
〈
２
０
０ 

５
〉
年
）が
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

「
健
康
危
機
管
理
に
関
す
る
委
員
会
」と

と
も
に
、「
地
域
保
健
の
充
実
強
化
に
関

す
る
委
員
会
」（
以
下
、「
当
委
員
会
」と

⑴
の
指
定
難
病
の
更
新
申
請
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

第
4
波
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
指
定
難
病
の
方
は
都
道
府
県
域
を

超
え
て
受
診
を
し
て
い
る
場
合
も
多

く
、
多
く
の
医
療
機
関
が
自
都
道
府
県

外
か
ら
の
受
診
制
限
を
実
施
し
て
い
た

時
期
で
も
あ
っ
た
た
め
、
期
限
を
延
長

し
な
け
れ
ば
更
新
が
で
き
な
い
方
が
少

な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
、
⑵
、
⑶
に

お
い
て
は
第
5
波
、
第
6
波
時
の
業
務

逼ひ
っ

迫ぱ
く

に
加
え
、
市
中
流
行
時
の
対
面
調

査
活
動
に
は
被
調
査
者
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
な
ど
の
問
題
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
要
望
は
、
一

定
程
度
理
解
を
得
て
業
務
に
反
映
さ
れ

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

２
．�医
療
構
想
と
地
域
包
括
ケ
ア
の
推

進
に
お
け
る
保
健
所
の
役
割
に
つ

い
て
の
検
討

委
員
会
で
は
、
以
前
よ
り
医
療
計
画

や
地
域
の
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
検
討
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
検
討

を
研
究
的
に
行
う
場
と
し
て
、
当
委
員

会
活
動
に
関
連
し
た
地
域
保
健
総
合
推

進
事
業
事
業
班（
以
下
、「
事
業
班
」と
い

う
）と
し
て「
医
療
構
想
と
地
域
包
括
ケ

ア
の
推
進
に
お
け
る
保
健
所
の
役
割
に

つ
い
て
の
研
究
」が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

当
委
員
会
副
委
員
長
の
逢
坂
悟
郎
所
長

（
兵
庫
県
加
東
保
健
所
）が
分
担
事
業
者

に
就
任
し
て
い
ま
す
。

事
業
班
で
は
、
当
委
員
会
委
員
の
多

く
が
事
業
協
力
者
と
な
り
、
都
市
部
に

お
け
る
在
宅
医
療
体
制
構
築
支
援
に
つ

い
て
議
論
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
事
業

班
の
研
究
協
議
は
Ｗｅ
ｂ
会
議
に
て
8

回
行
わ
れ
、
姫
路
市
、
豊
中
市
、
福
岡

市
、
柏
市
、
大
阪
市
の
先
行
事
例
の
分

析
を
行
っ
た
結
果
、
在
宅
医
療
体
制
構

築
支
援
の
取
り
組
み
に
当
た
っ
て
は
、

①
管
内
の
デ
ー
タ
や
統
計
資
料
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
な
ど
を
用
い
て
、
管
内
の
在

宅
医
療
の
体
制（
診
療
所
主
体
）を
把
握

し
、
②（
行
政
が
介
入
し
な
け
れ
ば
）将

来
の
訪
問
診
療
需
要
に
供
給
が
追
い
付

か
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
、
③
そ

の
上
で
一
定
の
戦
略
を
練
っ
て
、
④
医

師
会
を
中
心
に
関
係
者
に
働
き
掛
け
、

通
常
の
診
療
所
へ
の
在
宅
医
療
へ
の
参

入
促
進
、
在
宅
医
の
グ
ル
ー
プ
診
療
、

後
方
支
援
体
制
の
整
備
、
代
診
医
制
度

等
の
在
宅
医
療
推
進
策
を
進
め
た
、
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス

を
経
る
と
、
⑤
訪
問
診
療
患
者
数
の
増

加
な
ど
実
績
が
上
が
る
こ
と
―
も
確
認

し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、

２
０
２
２（
令
和
4
）年
度
の
事
業
班
で

は
、
①
～
④
の
進
め
方
を
具
体
化
し
、

こ
れ
ま
で
在
宅
医
療
に
十
分
に
関
わ
っ

て
こ
な
か
っ
た
保
健
所
・
行
政
が
活
用

で
き
る「
管
内
の
在
宅
医
寮
に
つ
い
て
、

医
療
計
画
を
策
定
す
る
手
法
」を
簡
易

に
ま
と
め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す

る
予
定
と
し
ま
し
た
（
報
告
書
は

http://w
w

w
.phcd.jp/02/kenkyu/

chiikihoken/pdf/2021_file02-2.pdf

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
第
8
次

医
療
計
画
で
は
、「
新
興
感
染
症
等
の
感

染
拡
大
時
に
お
け
る
医
療
」が
追
加
さ

れ
5
疾
病
6
事
業
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の「
新
興
感
染
症
」で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、在
宅
医
療（
療

養
）
体
制
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
こ

と
を
受
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
お
け
る
在
宅
医
療（
療
養
）体

制
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
い
ま
し
た
。

感
染
症
法
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法（
特
措
法
）に
関
す
る

研
究
を
行
い
、
10
地
域
の
保
健
所
管
内

の
対
策
事
例
を
検
討
し
て
、報
告
書「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策

の
実
際
と
あ
る
べ
き
姿
～
次
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
向
け
て
～
」を
作
成
し
ま
し

た
。
報
告
書
（http://w

w
w

.phcd.
jp/02/kenkyu/chiikihoken/
pdf/2021_file02-1.pdf

か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
、
重
症
者
、
死

亡
者
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
た

め
、
特
措
法
で
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
政

府
行
動
計
画
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
対
応
が
取
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
計
画
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
医
療
体
制
が
あ
ら
か
じ
め
準

備
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

示
し
ま
し
た
。
な
お
、
所
長
会
員
向
け

に
川
崎
市
健
康
安
全
研
究
所
・
岡
部
信

彦
所
長
の
特
別
講
演
会
（
11
月
25
日
、

Ｗ
ｅ
ｂ
講
演
）を
実
施
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に

地
域
保
健
医
療
を
巡
る
状
況
は
大
き

く
変
化
を
遂
げ
て
お
り
、
地
域
保
健
医

療
体
制
や
制
度
に
関
す
る
検
討
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
委
員
会

で
は
今
後
と
も
タ
イ
ム
リ
ー
な
活
動
に

努
め
、
全
国
保
健
所
長
会
の
活
動
を
通

じ
て
わ
が
国
の
地
域
保
健
医
療
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
地
域
保
健
の
充
実
強
化
に
関
す
る

委
員
会
」の
活
動
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